
ストックの直播き栽渚法

弱 き部

1.背 景とねらい

本黒におけるス‐トック栽培t去近拝サヽウスの動率的利用を図る上での重要法品目と

して着実に伸長している。しかし、現行のストック栽藩では、l― hら通植期まで

が盗夏野となるため、苗の育成率や定酒後の活著率が低下しやすく、細かな管理を必

要としている。しかも、10a当 りの定拒本数が部,側防鵡鎮セ多量となるため、この

期間における労働時間は全体の47%を 占め、問題となっている。

ストックの直播き栽培については過去に他黒で研究された経過があるが(/― l

球 あったり、実弱毒執配重い事もあって実用化に至っていなかった。しかし、近

年、秩出し用極早生種         八 重鑑測が容易で― も向上している。

そこで、育菅労力の軽減を図るために直播き栽揺技鏑について検討した。

2.技 術の内容

1)直 播き裁器を行った場合、労働時間は帥 0%に低下する。

分 直 播き栽薦における種子の形態は ヨーティング種子・移醍薗Rい ずれを用いて

も象域胃其 ノ醸 韓 に差はない。

9 播 置糧数は、オールダブル系2粒播き、普通品種は4粒播きとする。

つ 極 浮生種の直播き栽培における― と開花期のおよその目安は以下の通りであ

り、同‐播種期の場合、直播き栽培!よ慎行裁繕よりも開花期は早まり、品質的に

は、ほぼ同等である。

直播き栽培における将種期と開秘期 am
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3 . 純 申

1)定 酒床 (歯岡和      必 ず行う。  _

の 定 酒床は良く砕土し、発芽ムラの生じないように均呼にする。

9 揺 種弱澄賊共 ど詩匿の八産爵幹拠虫 宮蝉警者の動 的爵酵勢伊執患する。

つ ― はヽ 充分に権水し、発募随いまでは還光する。

D 直 播き栽語では分技や、花とびの発生率が限缶哉培よりやや高くなる傾向があるの

で、特に初期の高温に注意し、30モ以上にならないようにハウス凄面のビユー万除去

朝 通躍散水などを行う。

4.当 該事項にかかる研究課題名  ス トックの直播きによる省力栽培法 (1～ 2)。

5.豹

躍葬旺通年軽喜花き諄磁溺墜封要要集 溝勢窪罪勝督呂馬 1989.3に 華國融L4)

6.競 の観母:
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D ヨ ーティング5泣区は、昭和韓年8月 3日に3社播き、その他は全て平成元年8月 3日に3

粒摘いたものである。

分 発芽事は、登摘臣桜数電対する割合である.

9競 は 紘 想 に城 る酷 である。

つ 八臣宰はヽ 育成田体数に対する割陰である。
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